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1.  平成23年3月期第2四半期の業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 6,342 △4.6 30 △76.4 25 △79.5 19 △83.6
22年3月期第2四半期 6,647 ― 131 ― 122 ― 117 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 0.62 ―
22年3月期第2四半期 3.78 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 3,936 1,575 40.0 50.53
22年3月期 3,837 1,557 40.6 49.95

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  1,575百万円 22年3月期  1,557百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― ― ― 0.00 0.00
23年3月期 ― ―
23年3月期 

（予想）
― 0.00 0.00

3.  平成23年3月期の業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 12,700 △2.9 125 △57.9 110 △60.7 100 △63.0 3.21



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】３ページ「２．その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 31,337,000株 22年3月期  31,337,000株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  158,253株 22年3月期  157,003株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 31,179,605株 22年3月期2Q 31,187,028株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に
対する四半期レビュー手続が実施中であります。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定等につきましては、［添付資料］３ページ「（３）業績予想
に関する定性的情報」をご覧ください。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

  当第２四半期累計期間（平成22年４月１日～平成22年９月30日）におけるわが国経済は、新興国を中心とした

輸出の増加や政府の景気対策の効果等により一部景気回復の兆しが見られたものの、株価低迷や円高の進行、デ

フレ状況の継続など企業を取り巻く環境は、依然として厳しい状況が続いております。 

 加工食品業界におきましても、お客様の低価格志向が依然として根強く、他社との価格競争も激しさを増し、

厳しい状況で推移いたしました。なお、本年４月に宮崎県で発生しました口蹄疫による当社業績への影響は軽微

でありました。 

 このような状況のもとで、当社は、組織を活性化し事業の拡大とコスト削減を図るため大幅な改組を実施する

とともに、生産体制を見直し、一層の「安全・安心できる正確な製品づくり」を推進してまいりました。また、

新商品開発やリニューアルを進め、販売キャンペーンなどを通じ売上の拡大を図り、生産コストや物流コストの

削減を図ってまいりました。 

その結果、当第２四半期累計期間の売上高は63億42百万円（前年同期比4.6％減）となり、営業利益は30百万

円（前年同期比76.4％減）、経常利益25百万円（前年同期比79.5％減）、四半期純利益19百万円（前年同期比

83.6％減）となりました。  

  

事業の種類別の業績は次のとおりです。  

① 加工食品事業 

     食肉加工品につきましては、内食需要の高まりからハム・ソーセージでは「フェストエッセンシリー

ズ」や「元気な食卓シリーズ」などコンシューマー商品が順調に推移しました。また、中元ギフトは百貨

店向けが苦戦を強いられましたが、他の販売チャネルで伸張したことやギフトキャンペーンを強力に推進

したことで、前年並みの販売量を確保することができました。その結果、当第２四半期累計期間の売上高

は41億88百万円（前年同期比0.5％増）であります。 

   その他惣菜等につきましては、新商品を投入し販売促進活動を積極的に行っておりますが、お客様の低

価格志向が依然として根強く、他社との価格競争も一層激しさを増しており、更に、記録的な猛暑による

需要の減少に加え、残暑が長引き当社の秋・冬商品の扱い時期が遅れたことなどにより、第２四半期累計

期間の売上高は21億52百万円（前年同期比13.2％減）となりました。  

② その他の事業 

 不動産の賃貸収入のみで、当第２四半期累計期間の売上高は1,200千円（前年同期比16.7％減）であり

ます。  

  

（２）財政状態に関する定性的情報 

 当第２四半期会計期間末における総資産は39億36百万円となり、前事業年度末と比べ98百万円の増加となりまし

た。主な要因は売掛金が１億９百万円減少しましたが、たな卸資産が１億97百万円増加したことなどによります。

 負債は、未払消費税が納税により59百万円減少しましたが、関係会社短期借入金が１億28百万円増加したことな

どにより、負債合計で80百万円増加しております。  

  純資産は当第２四半期累計会計期間の純利益などで18百万円の増加となっております。 

  

 （キャッシュ・フローの状況） 

 当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下、資金という。）の残高は51百万円となり、前事

業年度末と比較して16百万円の増加となりました。 

  

  各キャッシュ・フローの状況は 次のとおりです。     

  （営業活動によるキャッシュ・フロー ） 

 当第２四半期累計期間における営業活動の結果、使用した資金は８百万円（前年同期は２億81百万円の獲

得）となりました。主な要因は、売上債権が１億９百万円減少したことや減価償却費が67百万円ありました

が、たな卸資産が１億97百万円の増加及び未払消費税が59百万円の減少などによるものであります。 

  （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期累計期間における投資活動の結果、使用した資金は54百万円（前年同期は73百万円の使用）

で、これは主に工場の生産設備の投資額51百万円等であります。 

  （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期累計期間における財務活動の結果、得られた資金は79百万円（前年同期は２億２百万円の使

用）であります。これは主に関係会社短期借入金の純増額１億28百万円等であります。  

  

１．当四半期の業績等に関する定性的情報



  （３）業績予想に関する定性的情報 

    当社は、平成22年10月19日に第２四半期累計期間及び通期の業績予想の修正を行いました。 

   通期につきましては、歳暮ギフトやおせちなどの年末商戦を控え、キャンペーンなど販売促進運動を強化し

販売量拡大に努めてまいりますが、第２四半期累計期間の実績を踏まえ、また、今後、消費の低迷が予想され

ることから下方修正しております。通期の業績予想を、売上高127億円、営業利益１億25百万円、経常利益１

億10百万円、当期純利益１億円としております。 

  

  

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

   該当事項はありません。 

  

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31 

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）

を適用しております。  

   これによる損益に与える影響額はありません。  

  

（３）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

   該当事項はありません。 

  

  

２．その他の情報



３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成22年９月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 51,698 35,451

売掛金 1,068,703 1,178,205

商品及び製品 446,140 276,783

仕掛品 23,865 16,245

原材料及び貯蔵品 220,185 199,327

未収入金 2,509 4,551

その他 16,688 11,018

貸倒引当金 △534 △681

流動資産合計 1,829,258 1,720,903

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 36,177 37,870

構築物（純額） 5,585 6,012

機械及び装置（純額） 317,810 312,080

車両運搬具（純額） 13,652 13,215

工具、器具及び備品（純額） 35,307 35,244

土地 1,493,013 1,493,013

リース資産（純額） 151,285 159,687

有形固定資産合計 2,052,833 2,057,123

無形固定資産   

のれん 25,000 30,000

電話加入権 4,748 4,748

ソフトウエア 3,711 1,810

その他 2,354 2,592

無形固定資産合計 35,814 39,151

投資その他の資産   

投資有価証券 7,120 10,048

関係会社株式 0 0

出資金 5,278 5,278

差入保証金 5,553 4,842

その他 449 531

投資その他の資産合計 18,401 20,700

固定資産合計 2,107,048 2,116,975

資産合計 3,936,306 3,837,878



（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成22年９月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 837,665 877,037

関係会社短期借入金 517,292 389,185

1年内返済予定の関係会社長期借入金 72,000 72,000

リース債務 27,776 26,064

未払金 143,357 122,175

設備関係未払金 34,029 27,636

未払費用 74,248 59,003

未払法人税等 11,321 20,138

未払消費税等 3,387 62,576

賞与引当金 118,809 102,234

その他 7,854 1,760

流動負債合計 1,847,743 1,759,811

固定負債   

関係会社長期借入金 242,000 278,000

リース債務 130,591 139,786

繰延税金負債 168 999

退職給付引当金 119,501 81,004

長期預り保証金 1,004 1,004

長期未払金 19,765 19,765

固定負債合計 513,030 520,559

負債合計 2,360,774 2,280,371

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,699,968 1,699,968

資本剰余金 909,840 909,840

利益剰余金 △1,017,114 △1,036,486

自己株式 △17,410 △17,286

株主資本合計 1,575,284 1,556,034

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 248 1,472

評価・換算差額等合計 248 1,472

純資産合計 1,575,532 1,557,507

負債純資産合計 3,936,306 3,837,878



（２）四半期損益計算書 
（第２四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 6,647,141 6,342,153

売上原価 5,750,413 5,542,133

売上総利益 896,727 800,019

販売費及び一般管理費 765,334 769,034

営業利益 131,393 30,985

営業外収益   

受取利息 6 70

受取配当金 61 57

受取手数料 461 487

貸倒引当金戻入額 155 147

協賛金収入 － 1,355

雑収入 1,433 1,620

営業外収益合計 2,119 3,736

営業外費用   

支払利息 9,485 8,889

雑損失 1,487 697

営業外費用合計 10,972 9,586

経常利益 122,540 25,134

特別損失   

投資有価証券評価損 － 1,029

特別損失合計 － 1,029

税引前四半期純利益 122,540 24,105

法人税、住民税及び事業税 4,733 4,733

法人税等合計 4,733 4,733

四半期純利益 117,807 19,372



（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 122,540 24,105

減価償却費 31,010 67,974

のれん償却額 25,000 5,000

貸倒引当金の増減額（△は減少） △155 △147

退職給付引当金の増減額（△は減少） 14,721 38,496

賞与引当金の増減額（△は減少） 27,481 16,574

投資有価証券評価損益（△は益） － 1,029

受取利息及び受取配当金 △68 △127

支払利息 9,485 8,889

売上債権の増減額（△は増加） △52,753 109,502

たな卸資産の増減額（△は増加） 5,575 △197,835

仕入債務の増減額（△は減少） 47,010 △39,371

未払債務の増減額（△は減少） 23,218 32,344

未収消費税等の増減額（△は増加） 8,997 －

未払消費税等の増減額（△は減少） 33,591 △59,188

その他 3,700 2,544

小計 299,354 9,790

利息及び配当金の受取額 68 127

利息の支払額 △9,494 △8,889

法人税等の支払額 △8,861 △9,466

営業活動によるキャッシュ・フロー 281,068 △8,437

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △71,710 △51,072

無形固定資産の取得による支出 － △2,499

差入保証金の差入による支出 △1,226 △1,210

差入保証金の回収による収入 292 499

その他 △1,265 △156

投資活動によるキャッシュ・フロー △73,909 △54,439

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △190,640 128,107

長期借入金の返済による支出 － △36,000

リース債務の返済による支出 △11,648 △12,859

自己株式の取得による支出 △312 △123

財務活動によるキャッシュ・フロー △202,601 79,124

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 4,557 16,246

現金及び現金同等物の期首残高 44,076 35,451

現金及び現金同等物の四半期末残高 48,633 51,698



  該当事項はありません。 

  

  

  

  該当事項はありません。 

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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